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《報　文≫

愛知県春日井市の竹尾ハーブ国で栽培した芳香性ハーブ4種の香りと

揮発性成分の比較

呂　鋒･種田明子･根岸晴夫
中部大学応用生物学部

要　約

愛知県春日井市のハーブ園から芳香性の強いハ
ープ4種(レモンバーベナ,レモンユーカリ,フル

ーツ･セージ,ローズ･ゼラニウム)を選択して,

香りの特性を比較評価した. 20名のパネルによっ

て感覚的に評価した結果,レモンバーベナとフル
ーツ･セージの香りは｢好き｣という回答が8割を

占めた.レモンユーカリの香りは｢好き｣という

回答と｢嫌い｣という回答が半々であった.ロー

ズ･ゼラニウムの香りは｢嫌い｣という回答が7

割であった.レモンバーペナの香りを｢好き｣と

答えたパネルの香りの表現には｢レモンのよう

な｣, ｢心地よい｣,｢新鮮な｣,｢甘い｣,｢ミントの

ような｣, ｢やさしい｣などがみられた.フル-

ツ･セージのそれには｢花のようなJ, ｢マイルド上

｢心地よい｣, ｢爽やか｣などがみられた.レモン

ユーカリの香りについての表現には｢レモンのよ

うな｣, ｢つんとくる｣,｢青臭い｣などがみられた,

最も嫌われたローズ･ゼラニウムの表現には｢木

の香りのような｣,｢落ち着かか)J,｢つんとくる｣,

｢にがい｣などがみられた,

ハーブが自然に出している揮発性成分をヘッド

スペースガスーGC/MS法によって分析した.採取

した植物の葉を傷つけないように蒸留水で軽くゆ

すいだ後, 20mlバイアル満に1gを入れて, 30℃,

1時間インキュベ- 1､し,ハープの香気成分をバ

イアル瓶のヘッドスペース部分に集積させた.そ

の後,ヘッドスペースガスをGC/MSに注入し分

析した.レモンバーベナが自然に出している挿発

性成分として, Acetone, α-Pinene, α-nujene,

β -nnene , Sabinene , β -Myrcene ,Limonene , Cineole ,

Ocimene , Hexenyl acetate , cis-Caryophyllene ,

Geranial, Curcumene, Nerol, Geraniolが推定さ

れた.フルーツ･セージが自然に出している揮発

性成分として, α-Pinene, αJnlujene, Camphene,

β-Pinene, β-Myrcene, Limonene, Cineole,

γ -Terpinene , cis･Caryophylleneが推定された.

レモンユーカリが自然に出している揮発性成分と

して, Ethanol, a-Pinene, β-Pinene, Citronellol

が推定された.さらにローズ･ゼラニウムが自然

に出している揮発性成分として,Acetone, α-

Pinene, a -Phellandrene , P -Myrcene , Cineole,

Limonene, Hexenyl acetate , (Z)-3-Hexen-1-01 , α -

Cubebene , Isomenthone , Adstolene ,アーCadinene ,

Citronellol , Geraniolが推定された.

レモンバーベナの香りを｢好き｣と回答した原

因成分として, a-Pinene, P-Pinene, Limonene,

Ocimene, Geranial , Nerolの芳香成分の存在が考

えられた.フルーツ･セージの香りに関しては,

α -Pinene, β-Pinene,Limonene, γ-Terpineneの

芳香成分の存在が考えられた.一方,ローズ･ゼ

ラニウムの香りを｢嫌い｣と回答したのは, α-

Cubebene , Isomenthone , Citronellolなどの揮発

性物質が影響していると考えられた.これらの物

質は, ｢青臭い｣との回答の原因となっていると推

定される,

はじめに

ハープの利用の歴史は古く,古代中国,インド,

エジプト,ギリシャ,ローマですでにハーブを利

用した薬草療法が発達していた(陽川, 1995).

ハープはもともとラテン語のHerbまたはHerbaに

由来し,フランスでは古くはErbeまたはHerbeと

呼ばれたが,現在は草を意味するHerbが用いら

れている.イギリスでは中世にEerbeといわれた

ものが現在のHerbに変化した.ハーブが対象と

キーワード:ハーブ,香り, GC/MS分析,ヘッドスペースガス法.

受　理　日:2007年2月8日受理
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する植物は範囲が広く, 1年草本に限らず,多年

生草本や潅木,高木を含み,利用部位も根,茎,

莱,花,種子,果実はもちろんのこと,樹皮,梶

茎などの特殊な部位も用いられている.陽川

(1995)揺,便宜上ハーブを｢医療や香料,風味用

などに利用される植物または植物部分｣と定義で

きると述べている.最近ではハープを家庭園芸と

して育て,食用や香料などの家庭用晶として楽し

む人々が増えている.またハーブの香りによるス

1､レス緩和などアロマテラピーへの応用も盛んで

ある.

これまでにハーブに関しては,多くの優れた研

究が報告されている.最近ではハーブから抽出し

た精油の揮発成分の詳細な同定,精油の昆虫に対

する忌避作用,精油の抗菌作甲,あるいはハープ

の抗酸化倖用などの研究が盛んである(Javi血ia ci

βl., 2005; 0midbaigiet ill., 2005; Ⅴalenrao ct alリ

2002).ハーブの精油成分は産地によって変化し

やすく,土壌からの水分の供給量の変化によって

精油中の有効成分の含量が異なってくる.また温

皮,光,あるいは土壌などによっても有効成分の

含量が変化する(陽川, 1995),精油の昆虫に対す

る忌避倖用では,ユーカリの液胞から蚊の忌避物
～

質として,かmenthane-3,8-diolsが報告された(西

#, 1989).

最近は分析機器の性能の向上によって,ハーブ

が自然に放出する揮発性物質を分析することが可

能になった. Zini cial, (2001)揺,生育中の植物

から放出された揮発性化合物をマイクロ固相抽出

法でモニタリングする方法を報告し,レモンユー

カリが放出した33種の揮発性化合物を同定した,

さらに圃ら(2006)揺,ハープなどの植物が放出

する香気成分によるナラタケ菌の生育阻止効果に

ついて報告した.さらに香気を有する単一成分に

よるナラタケ菌の生育阻止効果についても調査

し, a-Phene, j9-Pinene, P･Myrcene,およびα･

Phell弧dreneなどの香気成分がナラタグ菌の生育

阻止に効果があることを報告した(岡ら, 2006).

本研究では,愛知県春日井市の竹尾ハーブガー

デンが捷供したレモンバーべナ,レモンユーカリ,

ローズ･ゼラニウム,およびフ)I,-ツ,セージの

芳香成分に注目した.これらはハーブ類の中でも

強い芳香を有しており,食用,薬用,あるいは香

料としてよく使用されている.

レモンバーべナ(Lemon berbcna)はクマツヅラ

科イワダレソウ属の木本植物で2mまで育つ落葉

性低木である.原産地はチリ,アルゼンチンであ

る.形態的特徴は強いにおいのある皮針形の葉と

管状の淡緑色から藤色をした花の花序を持ってい

る(Chevalier, 2000).レモンバーベナの葉は芳香

性で揮発性オイルを非常に多く含んでおり,古く

から鎮静剤,解熱剤として使われ,その精油は殺

虫,殺菌効果がある.また香料,ハーブティー,

料理にも利用されている(Bown,1997).レモンユ
ーカリ(EuLca妙tus ciiriodora)はフトモモ科ユー

カリ属の木本栖物で,原産地はオーストラリアで

ある.レモンユーカリの葉は外用薬として水虫,

フケ症,ヘルペス,カンジダ症,ブドウ状球菌の

感染症に使われ,また吸入剤として,発熱,嘱息,

喉頭炎に使用されている.香料,ハーブティーに

も利用されている(BoⅥm,1997).ローズ･ゼラニ

ウム(Pelar:gpm.瀕m Sl建･)はフウロソウ科の常緑多

年草である.南アフリカ,ケープタウン近郊が原

産である(北野, 2005).アフリカの人々は古く

からテンジクアオイ属の多種環の植物の根を収散

薬として,また下痢,赤痢などの治療薬として使

用している.香料,料理およびハーブティーなど

にも応用できる(北野, 2005).フルーツ･セー

ジ(Salvia dorisiana)はシソ科サルビア属の多年

草植物であり,原産地はホンジラスである.ベル

ベットのような葉は長さ約18cmで甘い香りを発

散している.フルーツ･セージは冬に紫紅色から

ローズ･ピンクの花が長さ15cmの穂状花序につ

普,全草にフルーツの香りがするのが特徴である.

香料,ハーブティーとしても利用されている

(Bowれ, 1997).

図1.竹尾ハーブガーデン全景
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本研究は,まず4種類のハープの香りを専門パ

ネルで感覚的に評価し,それぞれの香気プロファ

イルを香りの表現用語で分析した.次にハープの

葉から自然に放出されている揮発性物質をヘッド

スペースガス法でGC/MS分析し,ハーブ4種の成

分を比較した.さらに好ましいと評価されたハー

ブの揮発性物質の特徴について明らかにすること

を目的として行なった.

材料と方法

1.ハーブ試料

愛知県春日井市にある竹尾ハーブガーデン(図1)

で自然に生育しているレモンバーベナ,レモンユ

(a)レモンパーベナ　2006年10月

(C)フルーツ･セージ　2006年7月

図2.実験に使用した4種のハーブ

-カリ,ローズ･ゼラニウムおよびフルーツ･セー

ジを使った.竹尾氏は1996年8月イギリスのジェ

フリー博物館のハープ園を見学し,生活に密着し

たハーブの魅力に出会ったのがきっかけで,ハー

ブガーデン作りをはじめた.現在,広さ約1,000m2

の庭園に300種以上のハープを無農薬,有機肥料

で育てている(竹尾ホ-ムページ).図2-(a)-(d)

に本実験に使用した4種寮のハーブの写真を示し

た.

2.試料の調製方法

4種類のハーブの葉をはさみで切り取り,傷つ

けないように純水で3回洗浄後,ペーパータオル
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で水気を拭き取った.洗浄済みの葉を1g計量して

20ml容バイアル瓶(スクリューバイアル,マグネ

ットスクリューキャップ(株)島津ジーエルシー)

に入れ,マグネットスク1)ユーキャップで密栓し

た(図3).この試料調製はGC/MS分析装置のオ

ートインジェタダ7にセッける直前に行った･

図3. GCfMS分析試料

20miバイアル瓶にハーブの菓1.0gを入れたo

バイアル瓶はレモンバーペナを採取した例を

示す｡

3.標準物質

乱1.試薬

GC/MSで推愛したピークを確認するために,

表1の試薬を標準品として使用した.各標準物質

10ilRをバイアル瓶に入れ50℃, 10分間インキ

ュベ-トしてヘッドスペースガスを分析した.

8.2.精油

市販されている精油として,レモンバーベナ

(モロッコ産),レモンユーカリ(中国産)および

ローズ･ゼラニウム仲国産)由来の精油を(株)坐

活の木(東京都渋谷区)から購入した. 3種寮の精

油の成分表を表2に示した.

4.香りのアンケート調査

香りを表現するために使われる言葉として,

｢具体的なものの名前｣, ｢感覚用語｣, ｢情感を表す

言葉｣および｢強弱や物理化学的な言葉｣など,

さまざまな表現が使われている. ｢具体的なもの

の名前｣を利用した表現用語には"花のような",
"果実様の", "柑橘のような",および"薬草的な"な

どがある. ｢感覚的用語｣を利用した表現用語には

衰1標準物質

- 辻�

Acetone 亊i8ﾈ嶌ｧr茜B��

(1R)-(+)α-Pinene �8ﾈｹ陋ｹ�ﾈﾔ鮎b茜B��

β-Pinene �8ﾈｹ陋ｹ�ﾈﾔ鮎b茜B��

Myrcene �8ﾈｹ陋ｹ�ﾈﾔ鮎b茜B��

1,4-Cineole �8ﾈｹ陋ｹ�ﾈﾔ鮎b茜B��

(+-)ユjmonene 刎�ﾏX�9o(ﾔ鮎b茜B��

Gis-Caryophyllene �8ﾈｹ陋ｹ�ﾈﾔ鮎b茜B��

Nerol �8ﾈｹ陋ｹ�ﾈﾔ鮎b茜B��

Geraniol �8ﾈｹ陋ｹ�ﾈﾔ鮎b茜B��

Acetalaldehyde 磐W&6ｲ�

P-Citroneno1 ��ﾈﾈﾆ�6��

ア-TeTpmene 亊i8ﾈ嶌ｧr茜B��

α-Phellandrene 亊i8ﾈ嶌ｧr茜B��

3-Hexen-1-01 �8ﾈｹ陋ｹ�ﾈﾔ鮎b茜B��

Ⅰsomen仇tlne �6'&��FU��

"甘い", "重い"および"つんとくる"などがある.

｢情感的なものの名前｣を利用した表現用語とし

ては"優雅な", "繊細な"およびltリラックスする"

などがある.また｢強弱や物理化学的な言葉｣を

利用し尭表現用語には"強い", "弱い"および"力

強い"などがある(渋沢ら, 2002).このようなフ

レグランス用語を引用して,ハーブの香りを感覚

的に評価するためのアンケート用紙を作成した,

パネルは中部大学に在籍する学生20名(男性16

名,女性4名)を選び, 2段階のアンケート調査を

行った. 1段階目ははじめに前述のフレグランス

用語を例示して, 4種のハープの香りをパネル自

身の自由な言葉で表現させた. 2段階目は出現頻

度の高いフレグランス用語を抽出し,表3のアン

ケート用紙で調査を行い,結果を集計した.また,

香りのアンケート調査に用いる試料はGC/MS分

析に使われる試料の調製と同じく,ウオーターバ

スで30℃, 1時間インキュべ-トした後,被験者

に香りを唄いでもらった.

5. 6CJMS分析

5.1 GC/MS装置

ヘッドスペースIGC/MSの装置及び分析条件

は,以下のとおりで行った.

2.の試料をオートインジェクターで30℃, 1時
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表2　精油の成分表
三…三;≡;二溢:≡三二;≡i:≡::;義.;:;.てこ: 

- �Εｩ.��H4ﾃｹ��ｶ����｣�ﾈ����蔘ｨ���h��� 佛ﾉ.倅���ｨ����｣｣ｸ蓼腰�2� 冉餾�ﾘﾈ蓼蓼ﾊ�u��

:≡.萱‡-印::=隼主 ��童.:き毒.I..=.;Q:.-.:;:二i:き.≒ ��:≡隼恥.:=.I;ぎ三三≡ 

a-リモネン ��偵#��シトロネラール 都B�#2�シトロネロール �3R�

ゲラニアール ��"ﾃ2�シトロネロール 迭ﾃsb�蟻酸シトロネリル ����"�

ネラー)I, 湯�イソプレゴール 迭緜��ゲラニオール 唐經2�

1,8-シネオ-ル 澱縱2�ネオイソプレゴール �"纉��イソメントン 澱紊��

P-カリオフィレン 釘纉��酢酸シトロネリル ��經2�ダアイアデイエン6,9 澱�3"�

メチルへプテノン �"縱b�針カリオフィレン ���#R�リナロール �2絣�

サピネン �"緜r�α-ピネン ���#2�蟻酸ゲラニル �"紊��

ダルマクレンD �"經��β-ピネン ��繝��ゲラニルチグレート ��緜"�

trams-オシメン �"ﾃ���i,8-シネオール ��紊"� ��

酢酸α-テルビニル ���2� ��

リモネン ���#"� ��

α-テルピネオール ���#�� ��

テルピノレン ������ ��

ミルセン ��ﾃ�r� ��

カーシメン ����b� ��

テルピネンヰオール ����R� ��

Gis-β-オシメン ����B� ��

サビネン ��ﾃ�b� ��

α-テルピネン ����2� ��

α-ヮヨン ����2� ��

表3　ハーブの香りのアンケート用紙

名前 ��ｹ¥｢�

試験日年月日 丼�9h+x.�.�,ﾈ,��ｸ/�,(*�,H*ﾘ+�+8*"�

香りの強さ 忠/�,�*�*(*ｨ+X,�*"�t��8*(,�*�*(*ｨ+x.��t(ｧ�,亅I&ﾘ,X*ｸ.�,�*�*(*ｨ+x.��t8ｺﾘ*(,�*�*(*ｨ+x.��tHｺﾙ�8,�,�*�*(*ｨ+x.��

物の名前表現 乂h,ﾈ.h*H,�7�986x,ﾈ.h*H,��8ﾈ8(98,ﾈ.h*H,�7H8ｸ�ｸ6X4(�ｲ�

感覚的な表現 冖�.�*(ｬ8*)&x*�*"�襌j�,(/�,h*ﾘ.��i��,��

感情的な表現 凅�+�(X*ﾘ+�+�.ｸ.h*"�tH楮.(+8+X*"�

好き/嫌い 儘H*ｸﾉ�*"�

コメント ��
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間インキュベ-下した後,ヘッドスペースガス

1.OmlをGCに注入した.

(GC/MS装置)

ガスクロマトグラフ: GC-17A ((樵)島津製作所)

ガスクロマトグラフ質量分析計: GCMS-QP5050A

((株)島津製作所)

オートイジェクタ- :AOC15000 ((株)島津製作所)

(ガスクロマトグラフ分析条件)

分析カラム: Stabilwax 60mXO.32mmID.,膜厚

0.5 Fl m (RESTEK)

注入口温度: 230℃

キャリアガス:ヘリウム

カラム流量: 2.5mlノ分(線速度:40.0cm/秤)

注入法:スプリット此(1:5)

キャリアガス:ヘリウム

カラム温度: 35℃ (5分) -2℃/min-100oC-4℃

/mh-220oC

(ガスクロマトグラフ質量分析計分析条件)

イオン化法:EI

インターフェイス湿度:230℃

測定モード:スキャン(m/Z40-300)

5.8.香気物質の推定

GC/MSで検出されたピークは,マススペクト

ル　データベース(NISTO2Mass SpectralLibrary,

2002, Adams Library,2001)を用いたマススペク

トルの比較,標準物質の注入,リテンション･イン

デックス･データ(RohlofE,2005)との比較により

レモンバーベナ
十感じた人数

レモンのような　明るい　畷かい

優雅

やさしい

ミントのような
iT=.･'.

フルーティー

つんとくる新鮮な　酸味

甘い

落ち着く

草のような

心地よい

(a)レモンバーベナの香りの表現

図4. (a), (b)レモンバーベナの感覚評価

簡易同定を行った.

結果と考察

1.レモンバーベナ

20名の専門パネルによって感覚的に評価した結

果を図4-(a), (b)に示した.レモンバーベナの香

りは, ｢レモンのような｣, ｢心地よい｣, ｢新鮮な｣,

｢甘い｣,｢ミントのような｣および｢やさしい｣と

いう言葉で表現された,いずれもレモンバーベナ

の香りを好意的に感じた表現であり,その香りを

好む割合は83%と高かった.

GC/MS分析の結果,図5のクロマトグラムのよ

うにレモンバーベナの葉が自然に放出している香

気成分として, Acetone, α-Pinene, α-Tnujene,

β -Pinene, Sabinene, β -Myrcene, Cineole,

Limonene, Ocimene, Hexenyl acetate, cisI

Caryophynene, Geranial, Curcumene, Nerolおよび

Geraniolが推定された(表4) ,

推定された成分の特徴をみると, α-Pinene, β-

Pinene,Limonene, Ocimene, GeranialおよびNerol

のようなシトラス系ノートの香気成分が数多く検

出された.しかも香気全体に占める割合が大きか

った.またα-nujeneの香気はwoody, greenであ

ること, Sabineneの香気はpepper, turpen血eおよ

びwoodyである.これらの香気成分は｢新鮮上

｢草のような｣,｢ミントのような｣,あるいは｢つ

んとくる｣という感覚表現に関連していると思わ

れる(Acree&jh.,2004 ;堀内, 2006).こうした

(b)レモンバーベナが好まれた割合
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(×1 00,000)

3.50

3.25

3.00

2,75

2.50

2,25

2.00

1.75

1.50

1.25

1,00

0.75

0.50

0.25

1. Acetone

2. α -Pinene

3. α ･Thujene

4. β -Pillene

5. Sabinene

6. P -Myrcene

7. Lhonene

8. Cimeole

9　10

9. Ocimene

10. Hexenyl acetate

1 1. cis-Caryophyllene

12. Geranial

13. Curctmene

14, Nerol

15. Geraniol

ll 12

5.0　　1 0.0　1 5.0　　20.0　　25.0　　30.0　　35.0　　40.0　　45,0　　50.0　　55.0

図5.レモンバーベナのGC/MSクロマトグラム

表4　切り取ったレモンバーベナ葉のGC/MS分析で同定した化合物

ピークNoと化合物名　　　RTa Rlb　　　同定方法　　　　odor notec

1, Acetone

2. α ･Pinene

3. α -Tnujene

4, β -Pinene

5. Sabinene

6. P ･Myrcene

7. umonene

8. Cineole

9. Odmene

10. Hexenyl acetate

1 1. cis-Caryophyllene

12. Gerar止al

13. Curctmene

14. Nerol

15. Geraniol

4,97　　　　　　　　　1,2

12,32　　　1023　　　1,2,3

12.94　　　1032　　　1,3

17.96　　　1105　　　1,2,3

19.10　　　1124　　　1,2,3

22.53　　　1180　　　1,2,3

24.80　　　1217　　　1,2,3

25,28　　　1315　　　1,2

wo o dy,pin ey,

叫en血e

wo ody,Ere en,

herb

wo o dy,pin ey,

turp en血e

minbT,SPi c e

p epper,

woody,

turp en血e

balsamiC,must,

spice

lemon, orange

spice

29. 03　　　1421　　1　　　　　rdd,citrus,

sw e et, orange ,

lemon

33,92

49.33

54.48

55.84

56.54

57.95

wo ody,splCy

Ere en ,加ral ,

we edy,wo o dy

ros e-Eke

citrus ,'n oral ,

sw e et,ros e舟山bT,

berry

a : Stabilwaxcolumでのリテンション･タイム

b : Stabilwaxcolmでの標準物質のリテンション･インデックス

C : Baranauskiene, ei al, 2003; Acree,T.&Am, H., 2004;堀内, 2006

1 ,マススペクトルとMSデータベースによる同定
2,標準物質のリテンション･タイムによる同定
3,文献のリテンション･インデックスによる同定(Roblo軌2005)

2

日

U

　

引

　

臼

1

　

2

　

2
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香気成分の構成の特徴が,好まれた理由になって

いると考えられた(Acree&Arn ,2004;堀内,

2006).

2,レモンユーカリ

レモンユーカリの香りは,図6- (a),(ち)に示

すように,｢レモンのような｣,｢つんとくる｣およ

び｢青臭い｣という言葉で表現され,不快さを示

す表現が混在していた.この結果を裏付けるよう

に,香りの好みは｢好き｣と｢嫌い｣の割合が半々

に分かれた, GC/MS分析で得られたクロマトグ

ラムの結果を図7に示した.検出されたピーク数

は他の3種類のハーブに比べて少なく,レモンユ

レモンユーカリ

青臭い

71.L-I ,.Tlレモンのような

優雅

つんとくる

明るい

冷たい　　　　　酸味

男性的

-感じた人数

(a)レモンユーカリの香りの表現

図6. (a), (b)レモンユーカリの感覚評価

(×100,000)

3.50

3.25

3.00

2.75

2.50

2.25

2.00

1.75

1.50

1.25

1.00

0.75

0.50

0.25

-カリが自然に出している主要な香気成分とし

て, Eぬanol, α胡nene, β一円nene,およびCitronellol

の存在が推定された(衷5).

Citronenolの香気はgreen , citruSおよびwoodyで,

その闘値は0,0017と非常に小さい(堀内, 2006).

この香気物質の存在が,ダリ-ンノートが嫌いな

パネルにとって, ｢青臭い｣,あるいは｢つんとくる｣

と不快に感じる一因になったものと考えられた.

またCitronellolの香詞はシトラス系ノートでもあ

り,これに典型的シトラスノートのα-Pineneと

β-Pineneの存在も加わることで, ｢レモンのよう

な｣,｢心地よい｣など,快さを感じるパネルが半

分ほど存在したと考えられた.

(b)レモンユーカリが好まれた割合

5.0　　1 0.0　1 5.0　　20,0　　25.0　　30.0　　35.0　　40,0　　45.0　　50.0　　55,0

図7,レモンユーカリのGC/MSクロマトグラム
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表5　切り取ったレモンユーカリ葉のGC/MS分析で同定した化合物

ピークNoと化合物名　　　RTa Rlb　　　同定方法　　　　odor notec

1. Ethano1

2. α一Pinene

3. β ･Pinene

4, Citonenol

8.75　　　　　　　　　1 ,2

12. 65　　　1 023　　　1 ,2,3　　　　　woody,pmey,

turp entine

18.10　　　1 105　　　1,2,3　　　　woody,piney,

57.44

turp en血e

n血軌spi c e

1 ,2　　　　　green,citrus,

woody

a : Stabilwaxcolumでのリテンション･タイム

b : Stabilwaxcolumでの標準物質のリテンション･インデックス

C : Baranausldene, et al, 2003; Acree&Am, 2004.;堀内, 2006.

1 ,マススペクトルとMSデータベースによる同定
2,標準物質のリテンション･タイムによる同定
3 ,文献のRIによる同定(RohlofF,2005)

3.フルーツ･セージ

フルーツ･セージはレモンバーべナと同様に非

常に好まれ,図8(ち)に示したように,パネルの

78%が好むと回答した.香りの特徴を表す表現と

して,｢花のような｣,｢マイルド｣,｢心地よい｣お

よび｢爽やか｣であった(図8- (a)). GC/MS分析

の結果を図9のクロマトグラムに示した.フルー

ツ･セージから検出された香気成分として, α-

Pinene, α-Thujene, Camphene,針Pinene, β-

Myrcene,Limonene, Cineole, γ -Terpineneおよび

cis-Caryophylleneが推定された(表6).

フルーツ事セージ

青臭い
若々しい　　　　　　暖かい

優雅

マイルド

花のような
.･二･∴

つんとくる　芝生のような

-感じた人数

落ち着く

心地よい

爽やか

(a)フルーツ･セージの香りの表現

図8. (a), (b)フルーツ･セージの感覚評価

前述のレモンバーベナと同様に, α-Pinene,針

Pineneおよびumoneneなどのシトラス系ノート

の香気成分が数多く検出され,全体の構成割合も

大きかった.またγ-Terpineneは芳香を有するこ

とから(Acree&Am, 2004 ;堀内, 2006), ｢花の

ような｣,｢マイルド｣,｢心地よい｣,あるいは｢爽

やか｣と感じて好まれたと考えられた. α-
7mujeneの香調はwoody, green, herbで, ｢青臭い｣

あるいは｢芝生のような｣などの感覚に関係する

と考えられた.

(b)フルーツ･セージが好まれた割合
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(×1 00,000)
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3.25

3.00

2.75

2.50

2,25

2.00

1.75

1.50

1.25

1.00

0.75

0.50

0.25

6　　　　1. α -Pinene　　6. Cineole

2. α-Thu].ene　7.Limonene

3, Camphene　8. γ-Terpinene

4. β -Pinene　　9. cis-Caryophyllene

5. β -Myrcene

7

5.0　1 0.0　1 5.0　　20,0　　25.0　　30.0　　35.0　　40.0　　45,0　　50,0　　55,0　　60.0

図9.フルーツ･セージのGC/MSクロマトグラム

表6　切り取ったフルーツ･セージ葉のGC/MS分析で同定した化合物

ピークNoと化合物名　　　RTa RIb　　　同定方法　　　　odor notec

1. α -Pinene

2, α -Tnujene

3. Camphene

4, β -Pinene

5. β ｢Myrcene

6.Limonene

7. Cineole

8. ㌢Terplnene

9. cis･Caryophyllene

12.72　　　　1023

13.13　　　　1032

15.42　　　　1089

18.16　　　　1105

49,43

1 ,2,3　　　woody,piney,

叫em血e

1 ,2,3　　　woody,green,h erb

1 ,3　　　　camphor

1 ,2,3　　　woody,plney,

加rp entin e

血吋,spi c e

bals amiC ,must,Spi ce

lemon,orange

spice

terpy,h erbac e ous , oily,

woody,swe et, citrus

1 ,2　　　　woody,spice

a : Stabilwaxcohmでのリテンション･タイム

b : Stabilwaxcolumでの標準物質のリテンション･インデックス

C : Baranauskiene, et al, 2003;Acree,Am, 2004;堀内, 2006

1 ,マススペクトルとMSデータベースによる同定
2,標準物質のリテンション･タイムによる同定
3 ,文献の和による同定(Rohlo･H,2005)
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4.口-ズ･ゼラニウム

ローズ･ゼラニウムは74%のパネルに嫌われ

(図10-(b)) , 4種類のハープの中では最も不快と

感じられた.感覚的には図10-(a)に示したように,

｢木の香りのような｣, ｢落ち着かない｣, ｢つんとく

る｣および｢にがい｣と表現された. GC/MS分析

の結果,図11に示したように,ローズ･ゼラニウ

ムが自然に出している香気成分として, Acetone,

α -Pinene, α -Phellandrene, P -Myrcene, Cineole,

(a)ローズ･ゼラニウムの香りの表現

図10. (a), (ち)ローズ･ゼラニウムの感覚評価

(×1 00,000)
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umonene, Hexe叩l acetate, (Z)･3･Hexen･1･ol, α -

Cubebene, Isomenthone, Adstolene, γ -Cadinene,

Citronellol,およびGeraniolが推定された(表7) ,

α -Cubebeneの香調はherb, wax , Isomenthoneの

香調はminty,さらにCitronellolの香詞はgreen,

citrus witll 一emon nuance , clean lemony floral

odorおよびwoodyであった.これらの香気成分が

｢苦い｣, ｢つんとくる｣, ｢木のような｣などの不快

さを感じる感覚をもたらしたと思われた.

(b)ロ-ズ･ゼラニウムが好まれた割合

1. Aceton

2. a -Pinene

3. α -Phellandrene

4. ♂ ･Myrcene

5, Cineole

6, umonene

7. Hexenyl acetate

8. (i) ･3･Hexen･1-01

9. α ･Cubebene

10. Isomen也one

ll. Adstolene

12. ㌢Cadinene

1 3. Citronello1

14. Geraniol

5,0　1 0.0　1 5.0　　20.0　　25.0　　30,0　　35,0　　40.0　　45.0　　50.0　　55.0

図11､ローズ･ゼラニウムのGC/MSクロマトグラム
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表7　切り取ったローズ･ゼラニウム葉のGCIMS分析で同定した化合物

ピークNoと化合物名　　　RTa mb　　　同定方法　　　　odor notec

1. Acetone

2. a -Pinene

3. α ･Phellandrene

4. P ･Myrcene

5. umoneme

6. Cineole

7. Hexenyl acetate

8. (i)I 3-Hexen-1101

9. a -Cubebene

10. Isomen廿10ne

1 1. Adstolene

12. γ -Cadinene

13. Citronello1

14. Geraniol

5.04　　　　　　　　　1,2

12.74　　　1023　　　1,2,3

22.52　　　1180　　　1,2,3

22.75　　　1 180　　　1,2,3

wo o dy,pm ey,

叫en血e

叫enbn ,mint

spice

bals amiC,must,

Spice

lemon, orange

spice

green note

h erb ,wax

minbT

wo ody

green,d廿us,

woody

citrus月oral,

sweet,rose,

計血軌b erry

a : StabilwaⅩCOlumでのリテンション･タイム

b : Stdbilwaxcolumでの標準物質のリテンション･インデックス

C : Baranauskiene, etal, 2003;Acree&Am, 200も堀内, 2006.

1 ,マススペクトルとMSデータベースによる同定
2 ,標準物質の町による同定
3 ,文献の和による同定(Rohlo現2005)

結　論

4種類のハープの香りを比較した結果,レモン

バーべナとフルーツ･セージの香りは約8割のパ

ネルが快い香りと評価した.それに対して,レモ

ン･ユーカリとローズ･ゼラニウムの香りを不快

と感じるパネルが多く,特にローズ･ゼラニウム

は7割以上のパネルが嫌いな香りと評価した.

その理由として,レモンバーベナとフルーツ･

セージは, α-Pinene, PIPinene, Limonene,

Ocimene, Geranial,およびNerolなどのシトラス系

香気成分を多く含有することが良い香気を放出す

る原因になっていると考えられた,一方,レモン･

ユーカリ,ローズ･ゼラニウムでは, α-Cubebene,

Isomenthone, Citronellolなどの成分が不快と感じ

られた青臭さの一因になっていると考えられた,

また本研究で採用したヘッドスペースガス法によ

るGC/MS分析で検出したレモンバーベナ,レモ

ンユーカリおよびローズ･ゼラニウムの香気成分

は,衰2に示した精油成分の成分表とは多くの点

で異なっていた.その理由として,精油は一般的

に蒸留法または高圧法などの方法で抽出されるた

め,本研究で得られた低沸点の揮発性物質の多く

は損失し,申,高沸点の揮発性物質が主体になっ

ていると考えられる.本研究で実施したヘッドス

ペースーGC/MS分析法は,バイア)I,瓶中のハー

ブを30℃で穏やかに加温後,ヘッドスペース部の

集頑ガスをGC/MSで分析するために,ハーブが

自然に放出する香気成分を測定する手段として,

有効な方法と考えられた.

謝辞

本研究の一部は文部科学省の学術フロンティア

推進事業により支援された.また本研究を行うに

当たって,ハーブの試料の捷供など,多大なご協

力をいただきました竹尾ご夫妻に心から感謝いた

します.
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